
薬剤の畦際処理によるイネミズゾウムシの低コスト防除法

農業試験場 ・環境部

1.背 景とねらい

イネ ミズプウムィの同場侵入経路にかかわる生態的な新知見と,そ れに対応 した

薬剤使用重が慣行防除法の1/2～1/3に節減できる低コス ト防除法を確立できたので,

指導上の参考に供する。

2.技 術の内容

(1)イネミズゾゥムシの本田侵入経路

イネミズプゥムシ越冬後成虫は,主 に畦畔から徐々に水国内部へ侵入,加 害す
る。飛翔可能な筋肉が発達する5月下旬～6月中旬においても,一 般的には園場中
心部での急激な密度増加はおこらず,加 害末期まで畦畔際の密度が高 く経過する。
(2)畦際防除法
このようなイネ ミズゾウムシの生態から,殺 成虫効果の優れる殺虫剤を畦畔際
だけに処理する方法で防除が可能である。これにより薬剤使用量は慣行全面処理
の1/2 ( 1 0 a園 場)～ 1/3 ( 3 0 a圃場)に 節減できる。
ア.越 冬後成虫の閣場侵入経過から,殺 虫剤の育苗箱施用による防除の場合,畦
畔際のみに薬剤処理を行うことで,圃 場中心部の密度 も抑制できる.
イ。同様に殺虫剤の水面施用による防除の場合でも,越 冬後成虫の分布が畦畔沿
いに集中 している時期に,畦 畔沿いのみに薬剤処理を行 うことも有効である。

1.畦 際処理によるイネミズプウムシ防除法

使用薬剤 使用量

田 期 の へ
'ン
方カルメ5%粒剤 (オンIル

カルホ
'ス
ルフ7ン3%粒剤(力

'セ・
5)   30-50 g/箱

予  防 お粒剤)40～ 50 g/箱

5月下旬～

6月上旬

水面施用)

エトフェンフ
・
回ックス粒剤(トレホ

・
ン粒剤)lk g /畦 畔100 m

ンタBフ
・
ロトリン雅立罪門(ンタ回サールU粧立済問2)

畦畔 1 0 0 m

3.指 導上の留意事項
表中の( )内 は,薬 の商品名。

( 1 )イネ ミズゾゥムシ密度が要防除水準以下の場合は防除不要である。

(2)水面施用では防除適期を失すると防除効果が減退するので,病 害虫発生予察情
報に従い適期防除につとめる。

(3)表1に 掲載 した薬剤以外の薬剤は殺成虫効果が劣るので,畦 際処理は行わず全

面処理を行 う。

(4)イネクピポソハムシも同時に多発する固場では,箱 施用と水面施用による畦際
処理は行わない。

(5)水面施用で防除適期を逃して,圃 場内部まで成虫の侵入が認められる場合は全

面に散布する。この際の処理量は トレポン粒剤2kg / 1 0 a ,  シクロサールU粒 剤2

1. S k g / 1 0 aである.

4.試 験成績の概要
表 !.畦 際処理による本田初期害虫防除試験結果 (昭和63年～平成4年)
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畦畔から4～5m幅

に限って散布する
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図2.オ ンコル粒剤箱施用畦際処理の

イネミズゾウムシ防除効果

(平成 4年 ,北 上市現地圃場。20a )
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図 1。 無防除圃場!ご瞥響落併1ミ ズプウ
ムシ

越冬後成虫の国場内分布推移

(平成 1年 ,農 試固場。10a,5/20移植)
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図3.シ クロサールU粒 剤2畦際処理tl

よるイネミズプウムシ防除効果

(平成 3年 ,金 ヶ崎現地固場.3 0 a )
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